
生活支援体制づくり協議体（地域包括支援センターあんま担当圏域レベル） 

開催報告書 

１ 開催日時 令和 7 年 2 月 6 日（木） 13 時 30 分 ～ 15 時 30 分 

２ 開催場所 東部保健福祉センター 健康教育室・集団指導室 

３ 参加者 33名 

委員 17名(中ノ町地区：7名、和田地区：4名、蒲地区：6名)、関係機関 8名、事務局 4名 

４ 協議の内容  

1.開会：会長 

2.前回の振り返り 

配布資料に基づき、事務局より前回の振り返りを行った。 

【主な意見・質問等】特になし。 

3.情報提供① 

 活動を継承していくための他地区社協の取り組みについて 

配布資料に基づき、生活支援コーディネーターより情報提供を行った。 

4.協議事項・テーマ① 

「情報提供①を踏まえた担い手の確保に向けた取り組みについて」 

 情報提供を踏まえて感じたことや、各団体で取り組んでいること 

地区混合グループに分かれて協議を行った。 

協議後、各グループのファシリテーターから挙げられた主な意見について共有を行った。 

〈Aグループ〉 

・情報提供の事例のように、副会長を 1年務めた後に会長を 1年務めるといった流れになって 

いるが、その上でも担い手確保の課題は発生している。 

・地区社協における部会の部会長は、各町の自治会長が兼務する等ルーティン化し、担い手確 

保の簡略化を図っている。 

・会長等の任期は 2年としていることが多いが、勝手が分かった頃に任期満了で交代となって 

しまうため、担い手の確保の面では効率的だが、組織運営においては課題があるとも言える。 

・中ノ町・和田地区は現在、地区社協として家事支援を行っていないが、地域のニーズを踏 

まえると今後は必要となってくることも考えられる。 

・過去に家事支援に関する協議をしたことはあるが、同様の活動を行う団体との利害関係の観 

点から実施を見送ったこともあった。 

・上記の団体との件については、改めて当該団体へ確認をしたところ、利害関係について気に 

する必要はないと回答をいただいている。 

〈Bグループ〉 

・情報提供の事例では自治会や民児協とのネットワークを駆使して担い手を確保しているよう 

に感じたが、自治会や民生委員も担い手確保が難しくなっている。今後も同様の方法で担い 

手が確保できるかは難しいのではないかと思われる。 

・これまでの地域の活動は、仕事が定年になった方が多く担ってくれていたように感じるが、 



今は定年が延びることで、担い手を確保するのが難しくなっていると思われる。 

・担い手の確保にあたっては、人口の多さや若い世帯(世代)が転入してくるような地域かなど 

の地域特性も影響するのではないかと思われる。 

・新しく転入してきた世帯も、きっかけがないと地域の活動への参加に結び付かないと思われ 

るため、きっかけを作っていくのが重要ではないかと思われる。 

・子どもが関わる活動は、世代を超えて楽しめる、喜べる活動になると思われる。町の花づく 

りグループ蒲も、多くの人の参加のしやすさを考えて活動していたし、この間の協議体で出 

ていたように楽しんで活動をすることが継続に繋がると思われるため、良い切り口ではない 

かと思われる。 

・祭りや餅つき大会など現在地域で行われている行事でも多くの人が集まる機会がある。その 

機会を活かして、つながりや信頼関係の構築を図り、声かけに繋げていくのが大切ではない 

かと思われる。また、そのような世代交流が図れる事業は、世代を超えて住民が楽しめる 

場になるのではないかと思われる。 

・チラシなどの広報はあまり効果がないと思っていたが、最近チラシを見て担い手として参加 

してくれるようになった方がいた。そのため、地道に広報していくことも重要ではないかと 

思われる。 

〈Cグループ〉 

・情報提供の事例の地区は、元から自治会等の組織基盤が整っていると感じる。 

・情報提供の事例では、協力員同士の交流企画について、活動者自体が楽しみになることを 

イベントにしているのではないかと感じる。また、それを励みに取り組んでいると感じる。 

・中ノ町地区では自治会の役員が 2年任期のため、慣れてきたところで交代になる。行政など 

とも関係性ができたところで交代になってしまうため、一から関係性を作らなければならな 

いのが大変だと感じる。また、世帯数が少ない町は数年ごとに役員が回ってきて対応してい 

るのが現状である。ただし、2年任期は後任が定まり、同じ人が長期にわたって務めること 

はないため、一長一短である。 

5.情報提供② 

 地域で長く続いている活動事例について 

配布資料に基づき、生活支援コーディネーターより情報提供を行った。 

6.協議事項・テーマ② 

「情報提供②を踏まえた地域の活動や取り組みについて」 

①情報提供を踏まえて感じたこと、気づいたこと 

②歴史や文化を活かした各地区の活動や取り組みについて 

地区別グループに分かれて協議を行った。 

協議後、各グループのファシリテーターから挙げられた主な意見について共有を行った。 

〈中ノ町地区〉 

・中野町を考える会の活動には、地区内の別団体に所属している方等も参加している。 

・地域にある文化遺産等を活用し、活動を住民にとって身近に感じやすいものにしている。 

・活動に参加している方も地元愛の強い方が多く、やりがいや楽しさが継続的な活動参加の 

動機となっているのではないかと思われる。 

・中ノ町地区は浜松市の東の玄関口であり、歴史ある町でもあることから、地域に寄り添った 

活動を意識することが求められるのではないか。 

〈和田地区〉 

・情報提供の事例は、歴史や文化を切り口にした活動であったが、和田地区には町ごとにいろ

いろな文化が残っている。歴史や文化を切り口にした活動は、楽しめるし多くの方の参加に



繋げていけるのではないかと思われる。 

・和田東小学校 3 年の学級に出かけ、和田地区の歴史や文化を教える機会がある。また、小学

校 4年になると、安間町にある金原明善記念館を見学し、歴史を知ってもらっている。 

・田植えの体験を通じて、地区社協と幼稚園が繋がって活動をしている。 

・学校などが関わってくれると活動の継続に繋がっていくと思われる。関連して、子どもを切

り口にした活動は、地域の色々な方と繋がり、声かけなどにも繋がっていくと思われる。 

・三世代交流のゲーム大会では、昔の遊び（ゴム鉄砲、カルタ、お手玉等）とコラボし、つな

がりをつくるきっかけづくりをしている。 

・歴史や文化を通した三世代交流などは、この間の協議体で挙げられた意見を反映した事業に

なるのではないかと思われる。 

〈蒲地区〉 

・10年程前に蒲地区の歴史をもとに、かるたを手作りで作成して協働センターで行った子ども

向けの講座で使用した。改めて、地区の歴史に触れることができて良かったと感じる。また、

かるた作りのような取り組みがあっても良いのではないかと感じる。 

・伊勢神宮に使われている神木が 20年おきに蒲神明宮に届けられている。由緒正しき古式ゆか

しい伝統がある。 

・学校の授業で地区内を見て回っている様子がある。先生方も歴史は知らないため、学校と地

域の交流を図るためにも歴史を伝承していくことは大切だと感じる。 

・「歴史の伝承」と「福祉」を関連づけた活動に取り組みたいと感じる。 

7.その他 

(1)生活支援体制づくり協議体委員報酬の支払いについて 

  生活支援コーディネーターより、協議体委員報酬の支払い時期について周知した。 

(2)次年度の協議体について  

生活支援コーディネーターより、協議体委員の任期について説明を行い、次年度第1回の 

日程を確認した。 

【協議結果】 

日時：令和7年8月5日(火)13時30分から15時30分まで 

場所：東部保健福祉センター 健康教育室・集団指導室 

【主な意見・質問等】特になし。 

8.閉会：副会長 

５ 今後の見通し・ 

  必要な対応 

 

 今回は、「活動を継承していくための他地区社協の取り組みについて」という情報提供を

踏まえ、現在各団体が実施している取り組みについて協議を深めることができた。 

 また、「地域で長く続いている活動事例について」という情報提供を踏まえ、各地区の歴

史や文化、それらを活かした取り組みについて活発な意見交換がなされた。 

 今年度は、第1回の協議体で挙げられた「担い手不足」や「居場所づくり」などのキーワー

ドについて協議を深めることができた。協議にあたっては他地区の先進的な取り組み事例を

基に協議を行ったことや、地区別グループと地区混合グループに分かれて協議を行ったこと

が有効だったと思われる。 



 次年度も、他地区の取り組み事例など、協議を活発化できるような情報提供に留意し、協

議方法を工夫して協議を行っていきたい。 

 


